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１　新しい学習指導要領と食育
平成 20 年３月に新しい学習指導要領が告示さ
れた。 これに先立って、 中央教育審議会は平成
20 年１月に教育課程の基準（学習指導要領）の
改善に対する基本的な考え方を「幼稚園、小学校、
中学校、高等学校及び特別支援教育の学習指導要
領等の改善について」（答申）としてとりまとめ
た。そこでは、基本方針の一つに、豊かな心や健
やかな体の育成を充実させることをあげ、子ども
たちの心身の調和的発達を図るために、運動を通
じて体力を養い、子どもたちに望ましい食習慣な
ど健康的な生活習慣を形成することが必要である
と強調した。また教育内容に関して、社会の変化
に対応する観点から「教科等を横断して改善すべ
き事項」の一つに「食育」をあげた。
従来、学校教育においては「食に関する指導」
という言い方が一般的であった。平成 17 年７月
に施行された食育基本法に「食に関する知識と食
を選択する力を習得し、健全に食生活を実践する
ことができる人間を育てる食育を推進する」こと
が示されたことから、 文部科学省は学校教育に
「食育」という概念を明確に位置づけた。
答申は、これからの食育のあり方について「給
食の時間や家庭科、技術・家庭科などの関連する
教科等において、食に関する指導の内容の充実を
図り、学校の教育活動全体で取り組むことが重要
である。その際、各教科等の指導に当たっては、
子どもたちが実際に食する学校給食を教材として
積極的に活用することが重要である。また、学校
における食育の推進には、家庭・地域との連携を
図ることが重要である。」と提言した。
これらの記述は、これからの学校教育における
食育の実践を方向づけるものである。これを受け
て、新学習指導要領では、家庭科に「食事の役割
や栄養を考えた食事のとり方、調理などの学習活
動」が重視された。また体育の保健領域では、健
康に関する内容が明確にされた。
食に関する指導内容は、関連する教科等に位置
づけられているが、答申が指摘しているように、
食育は「学校の教育活動全体で取り組む」ことが
求められる。食育を推進するとき、学年ごとに、
どの教科等において、どのような食に関する指導
内容や教材が位置づいているのかを明確にし、そ
れら相互の有機的な関連を図りながら実践するこ
とが重要である。そのためには、各学校において
「食育の全体計画」を策定し、全教育活動を通し
て推進する体制をつくる必要がある。
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２　食育の実践視点－何をおさえて指導するか
文部科学省は、平成 19 年３月に『食に関する
指導の手引』を刊行し、学校における食育の目標
を次のように六項目示した。
・食事の重要性、食の喜び、楽しさを理解する。
・ 心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄
養や食事の取り方を理解し、自ら管理していく
能力を身に付ける。
・ 正しい知識・情報に基づいて、食物の品質及び
安全性等について自ら判断できる能力を身に付
ける。
・ 食物を大事にし、食物の生産等にかかわる人々
へ感謝する心をもつ。
・ 食生活のマナーや食事を通じた人間関係形成能
力を身に付ける。
・ 各地域の産物、食文化や食にかかわる歴史等を
理解し、尊重する心をもつ。
これらを見ると、食育の目標は、理解・態度・
能力の要素から構成されていることがわかる。こ
れらは食育実践の基本的な視点でもある。
これらを参考にして、食育を実践する際の具体
目標（例）を検討する。これらの具体目標は、学
年の発達段階を考慮し、教科等及び教材や題材の
特質を踏まえて、さらに具体的な指導事項として
設定される。以下、小学校を例に述べる。
〔理解に関する目標〕
・ 栄養の偏りのない食事を楽しくとることが、毎
日の健康な生活や心の安定につながることがわ
かる。
・ 食事を楽しみながら、バランスのある栄養を摂
ることは、健全な心身を成長させ、健康な体を
維持・増進させるうえで欠かせないことがわか
る。
・ 摂取した栄養やカロリーは、適度の運動と規則
正しい睡眠によって効果を高めることがわかる。
・ 子どもの頃の偏った食生活はやがて習慣化し、
生活習慣病の発症につながることがわかる。
・ 地域の農家や工場などで生産された産物は毎日
の食生活に生かされていることや、わたしたち
の食生活は多くの人たちの働きによって支えら
れていることがわかる。
・ 地域には、長い間根づいてきた食生活や食習慣
などの文化が継承されていることがわかる。
・ 地域に見られる食にかかわる歴史的事象や伝統
芸能、年中行事などの意味がわかる。
〔態度に関する目標〕
・ 食べる前や食べた後に「いただきます」「ごち
そうさま」の挨拶をすることの意味を理解し、
食物を残さずに食べるようにするなど、食物を
大事にしようとする態度と「もったいない」の
気持ちをもつ。
・ さまざまな食物の生産や輸送等に従事している
人々に対して感謝する心をもつ。
・ 地域に根づいてきた優れた食文化や歴史を尊重
しようとする心をもつ。
・ 食物の特質を踏まえた、食物の正しい食べ方や
扱い方ができる。
〔能力に関する目標〕
・ 自らの体は自らで維持するという、健康の自己
管理能力を育てる。
・ 正しい知識・情報を収集する能力と、それらに
もとづいて適切に判断する能力を育てる。
・ 食物の品質及び安全性等について自ら判断する
能力を育てる。
・ 給食の当番活動や食事を通じて、食生活のマナ
ーや社会性とともに、人間関係を形成する能力
を身につける。
・ 友だちや教師と給食を共にすることにより、食
べることの喜びを味わい、楽しく食べることの
大切さに気づく。
食育という営みには「食べる力」をつけるとと
もに、自己を確立させ、他者との豊かなかかわり
をつくるという優れた機能がある。食育は「健康
な体」をつくるだけでなく、「豊かな心」をはぐ
くみ、社会的自立をうながすものである。食育基
本法も指摘しているように、知育、徳育、体育の
基盤に、食育が位置づいている。
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３　学校における食育の可能性
学校での教育活動の全般を見わたしたとき、小
学校における食育を実践する場を、次のように整
理することができる。
（1）教科指導における食育
食育と特に関連の深い教科は、社会科、理科、
生活科、家庭科、体育科（保健領域）である。
社会科では、３年で地域の生産や販売を取り上
げ、働く人の工夫について指導している。農家は
食材をつくる仕事をしており、商店のなかには食
材や食料品を売る仕事を行っている。工場におい
ても、例えばパンや飲み物など食料品を生産して
いるところがある。地域の歴史に関する学習では、
博物館や郷土資料館などを訪ねて、昔の人が台所
や食事のときに使った道具を観察したり、使って
みたりして、当時の食生活や食文化を学ばせるこ
とができる。食にまつわる文化財や年中行事など
伝統文化を取り上げることもできる。
５年では、日本人の主食である稲作の生産や、
わが国の食文化とかかわりが深い水産業について
指導する。わが国の自然環境との関連で国民の食
料を確保している現状を学ぶようになっている。
６年の歴史学習では、狩猟・採集、農耕の生活、
貴族の生活、文明開化など食に関する歴史的事象
が取り上げられている。また国際理解に関する学
習では、外国の人々の生活の様子を調べるときに、
食生活、食習慣の視点を位置づけ、わが国とは異
なる文化の理解につなげることができる。
理科では、３年で昆虫の体のつくりについて調
べるとき、餌を食べることによって、体が変化し
たり成長したりすることに気づかせる。６年の人
の体の学習では、食べ物は口、胃、腸などを通る
間に消化、吸収され、吸収されなかった物は排泄
されることについて指導する。
生活科では、学校の施設を見学したり、先生な
ど学校生活を支えている人たちや家庭生活を支え
ている家族のことを取り上げたりするとき、食育
の視点を位置づけることができる。また、季節の
変化を感じ取らせるとき、食材に目を向けたり、
地域で作られている食材を使った郷土料理や伝統
的な行事食に関心をもたせたりする。また、植物
を育てる体験活動が行われるが、サツマイモやダ
イズなどの野菜を取り上げ、その後食材として活
用することができる。
家庭科では、一日の食事を調べたり、簡単な調
理をしたりして、なぜ食べるのかを考えさせる。
さらに、栄養のバランスを考えた食物の組み合わ
せを工夫させ、実際に調理する。
体育の保健領域では、中学年で一日の生活リズ
ムと調和のとれた食事の大切さを、高学年で食生
活と生活習慣病との関係について学ぶようになっ
ている。また、飲酒と健康とのかかわりを取り上
げ、病気の予防について理解させる。
これらのほか、国語、音楽、図画工作などでも
食を題材に指導することができる。国語では、食
をテーマにした記録文や報告文を活用することに
よって、国語のねらいを実現させる過程で食に対
する理解や関心を深めることができる。
（2）道徳、外国語活動、特別活動における食育
道徳の学習指導要領には、低学年において、健
康に気をつける、物を大切にする、規則正しい生
活をする、気持ちのよい挨拶をする、生命を大切
にする心をもつ、父母や祖父母を敬愛する、学級
や学校の生活を楽しくする、郷土の文化や生活に
親しむなどの道徳的価値が取り上げられている。
いずれも直接、間接に食に関連する内容である。
道徳の内容を学びとらせるための教材（題材）
は、各教師や学校に任されている。例えば「健康
に気をつける」ことの大切さに気づかせるとき、
着るもの、部屋の換気、食物、運動や遊びなどさ
まざまな題材を用意することができる。ここでい
う題材とは、子どもたちに道徳的価値を学び取ら
せるための手だての一つである。食物をとおして
自分の「健康に気をつける」ことの大切さを学ば
せるように計画すれば、それは道徳における食育
の実践になる。
外国語活動が、小学校の５・６年に新しく設け
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られた。ここでは、外国語（英語）を主に話す・
聞く活動をとおして、英語に慣れ親しむことを主
要なねらいにしている。日常的に食べている物、
食べる道具、噛む、飲む、なめるなどの食べる行
為などを表す英語を取り上げることができる。
特別活動と食育とも深いかかわりがある。学習
指導要領を見ると、学級活動には「食育の観点を
踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成」が示
されている。児童会活動やクラブ活動では、これ
までも校内に給食委員会が組織され、料理クラブ
などがつくられてきた。学校行事では、食にかか
わる体験活動が、健康安全・体育的行事や勤労・
奉仕的行事として実施されている。
（3）総合的な学習の時間における食育
総合的な学習の時間における学習活動の課題と
して、国際理解、環境、情報、福祉・健康などが
例示されてきた。特に重要な課題は健康教育とし
ての食育である。新学習指導要領では、地域の伝
統と文化が新たに例示された。いずれも食と関連
づけることができる。次は、課題ごとのテーマ例
である。
〔健康〕
・ 寝る時間、起きる時間、朝ごはんの実態を調査
し、「早寝　早起き　朝ごはん」のスローガン
を実践しよう。
〔国際理解〕
・ スイカやザクロなどの果物、トマトやカボチャ
などの野菜のふるさとを調べ、世界の地図にま
とめよう。
〔環境〕
・ 食べる行為が環境にどのような負荷を与えてい
るかを調べ、環境にやさしい食生活のあり方に
ついて考えよう。
〔伝統文化〕
・ 地域に根ざしている郷土料理や行事食について
調べ、料理研究家の協力を得て調理実習にチャ
レンジしよう。
総合的な学習の時間に食育をテーマに取り上げ
て実践するときには、教科等で学んだ食に関する
知識や技能、見方や考え方などを活用し、関連づ
けながら展開すること、また学習の成果がその後
の実生活や実社会のなかで有効に活用されるよう
にすることが大切である。
（4）給食の時間における食育
学校給食は、学校生活の中で原則的に毎日位置
づいている。食の実践場面である。ただ静かに食
べさせればよいというのではない。箸の持ち方や
食べる順序など正しい食べ方、献立についての解
説や食材への興味づけ、友だちと楽しく食べる雰
囲気づくりなど、食に関する基本的な生活習慣や
基礎的な知識・技能を身につけさせる貴重な場や
機会である。
献立表を活用して、担任がその日のメニューや
食材についての小話をしたり、栄養教諭や栄養職
員などから話を聞いたりすることは、食に対する
理解と関心を高めるうえできわめて効果がある。
（5）朝の会における食育
毎日の始業時に位置づいている朝の会は、教師
が子どもの健康観察をする時間でもある。今朝は
元気よく起きることができたか、朝食をしっかり
食べてきたか、朝うんちをしてきたかなど、食に
関する話題をすることによって、子どもたちは自
分の食生活に関心をもち、自分の課題を解決しよ
うとする意欲を高めるようになる。
例えば「一週間、うんち調べをしよう」「朝ご
はんを食べたか。チェックしよう」などは、保護
者の協力を得ながら行う、家庭における食育であ
る。学級担任は家庭のプライバシーに十分配慮し
つつ、養護教諭や栄養教諭などの助言を得ながら
行うようにしたい。
（6）教室環境と食育
子どもたちは、環境によって教育されると言わ
れている。教室内には、通常前方、側面、後方の
三つの壁面に掲示板がある。廊下側に掲示板があ
る学校もある。これらを利用して、今月の給食目
標、給食の献立表、給食当番表や時間配分、給食
委員会からのお知らせ、食に関する新聞記事や写
真ニュース、子どもの作品など食に関するさまざ
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まな資料や情報を掲示し、食物や食べることに対
する理解と関心をもたせることができる。
４　学校給食を「生きた教材」として活用する
文部科学省が刊行した『食に関する指導の手
引』には、学校給食を生きた教材として活用する
ために、学校給食の献立が次のような観点から充
実している必要があると指摘している。
・ 栄養バランスのとれた魅力ある美味しい給食で
あること。
・ 十分な衛生管理のもと、安全・安心な給食であ
ること。
・作成される献立に工夫があること。
学校給食を教科等との関連で、「生きた教材」
として活用するポイントは次の二つである。一つ
は「学校給食から教科等の学習へ」という関連で
あり、いま一つは「教科等の学習から学校給食へ」
という関連である。
まず前者の「学校給食から教科等への関連」に
ついては、学校給食に出された例えば「納豆」を
きっかけに、次のような学習活動に発展させるこ
とが考えられる。
・ 家庭科の時間に「ダイズのパワー」（栄養）を
調べたり味噌汁づくりの実習を行ったりする。
・ 社会科の時間に、地域の農家を訪ねて大豆の育
て方を調べる。また地域にある納豆工場や豆腐
屋さんを見学して、納豆や豆腐をつくる工夫や
苦労を調べる。
・ 総合的な学習の時間を使って、ダイズの栽培活
動に取り組み、納豆や豆腐などダイズを使った
食品をつくる活動にチャレンジする。
このほか、家庭科の時間に、給食に出された献
立の主な栄養やカロリーを調べさせたり、限られ
た予算の中で栄養のバランスのある献立をつくる
活動に取り組ませたりする。また、献立の食材が
どこから来ているか、野菜や果物の産地を社会科
の時間に調べさせることも考えられる。
給食の時間には、その日の献立のこと、食材や
栄養のこと、食べ方について数分程度の小話をす
る。子どもたちは食べることに関心を深め、新し
い活動や行動を生み出すきっかけになる。
学校給食が生きた教材として活用される究極の
関連は、子どもたちの食生活や食習慣の改善につ
ながることである。嫌いなものが少しずつ食べる
ことができるようになることや、正しい食べ方や
食事のマナーを身につけ、それが家庭での食生活
に生かされるようになることである。
一方、後者の「教科等から給食の時間への関連」
については、次のような例が考えられる。
・ 学級活動の時間に「楽しい給食の時間にするた
めの方法」について話し合い、その結果を生か
してより楽しい給食の時間にする。
・ 道徳の時間に学んだ「物を大切にすること」や
「命の大切さ」などについて思い起こしながら、
給食を楽しく食べさせる。
・ 生活科の時間に育てた野菜や総合的な学習の時
間に栽培した稲（米）などの収穫物を給食の食
材として活用する。
・ 給食に出された野菜や果物を食べるとき、社会
科の時間に学んだ食料生産の様子や貿易の働き
について思い起こし、話題にする。
このように学校における給食を核にしながら、
さまざまな教科での学習内容や食生活の実際を相
互に関連づけること、これが学校給食を「生きた
教材」として有効に生かすことである。
５　保護者や地域住民の協力とサポート体制
学校では、定められた指導方針のもとに子ども
一人一人の状況に十分配慮しながら、食べるとい
う行為や知識について最低限のことを身につけさ
せるために最大限の努力を行っている。ところが、
子どもたちの食生活の改善は、学校で取り組むだ
けでは十分な効果が期待できない。保護者との連
携や協力体制が欠かせない。学校における食育は、
地域との連携や協力によって、学習効果をさらに
高めることができる。学校や教師と家庭や保護者
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が一体になって、共に子どもの指導やしつけを行
うことができるようにするためには、学級担任と
して次のような保護者への働きかけが必要であ
る。
一つは、学級通信や学年通信などを活用して、
学校における食育の考え方を分かりやすく伝える
ことである。食の問題や食育の大切についてのビ
デオやDVDなどの教材も作成されている。保護
者会やPTAなどの会議の場でそれらを視聴し話
し合うことによって、一般的な知識を理解しても
らうことができる。また、授業参観日などに食育
を位置づけた授業を公開する。このような場は、
保護者に対して啓発・教育するという意味あいも
あり、保護者の誤解や知識の不足を解消する機会
にもなる。ただし、こうした場で、個々の子ども
のことを話題にすることは望ましくない。
二つは、食に関する個別相談の機会を設けるこ
とである。食に関する問題は、きわめて個別具体
的である。食物の好き嫌いをはじめ、食物アレル
ギーや生活習慣病などその対応は一人一人におい
てなされる。学校や教師はこうした個別的な情報
を予め保護者の協力を得て、収集しておく必要が
ある。知っていないと、大きな問題を引き起こす
ことになる。
学校や教師と保護者との信頼関係を構築し、個
別相談を充実させることが学級担任の重要な役割
である。そこでは、校長や教頭・副校長はもとよ
り、養護教諭や栄養教諭とも連携を取りながら、
適切に対応していきたい。相談を通して担任が知
りえた個人情報については、しっかり管理し、必
要がなくなったときには適切に廃棄する。
学校で食育を推進するとき、いま一つの課題は
地域との連携・協力体制をどうつくるかである。
学校としての考え方や体制を整えることが大切に
なる。地域との連携・協力のあり方には次のよう
なポイントが考えられる。
・ 食育の実践に必要な教材を地域に求める。例え
ば地域に伝承されている郷土料理は何か。食に
かかわる伝統芸能はあるかなど、食にかかわる
素材を収集し、それらを教材化して食育の授業
を組み立てる。地域は食育教材の宝庫である。
・ 地域には、食について専門的な研究や実践に取
り組んでいる人が住んでいることが多い。例え
ば行事食の研究をしている人から話を聞いたり、
授業の場で子どもたちを指導してもらったりす
る。
・ 地域には、食について研究している団体（NPO
法人など）や施設、機関などが存在している場
合がある。博物館や郷土資料館を利用すること
もできる。市役所や町（村）役場には食育を担
当している部署が設けられており、それらの職
員から情報を得る方法もある。食育は、地域ぐ
るみで取り組む課題である。
・ 食料品を扱う企業の中には食に関するパンフレ
ットを発行したり、学校に対して出前授業を実
施したりしているところがある。企業の協力を
得ながら食育を実践することができる。
食育を推進する際に、地域と学校はきわめて相
性がよい。教師は地域を自分の足でめぐり、地域
理解を深めることが重要になる。地域を歩くこと
によって食育実践のヒントが見えてくる。
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